2013年12月７日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第10章11～20節
・勉強：第4章1～9節
　　バガヴァッド・ギーターについての講話を始めてから、もう10年近くになると思います。
以前の新橋での例会も含めると、日本に来た後私が解説したのはカルマ・ヨーガ、バクティ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、ラージャ・ヨーガ、そしてパタンジャリのヨーガ・スートラ、ラーマクリシュナの福音などですが、ここ最近はずっとバガヴァッド・ギーターについて説明しています。
解説のスピードはカタツムリが進むようにゆっくりですが、皆さんは鹿のスピードのようにもっと速く進めてほしいでしょうか?
前回の講話で第3章の要約は終わりました。

欲望と怒りをなくすためのひとつの方法がギャーナ・ヨーガ、もうひとつの方法がバクティ・ヨーガでした。

バクティ・ヨーガはホメオパシー療法、ギャーナ・ヨーガは西洋医学のアロパシー療法に例えることができます。(末尾註参照)
ホメオパシー療法は自然な治療法で、体の自己治癒システムを補助することでゆっくりと時間をかけて結果が現れます。

いっぽうアロパシー療法は外科手術がその代表ですが、すぐに結果が出る反面、時には好ましくない反作用が現れます。

アロパシーで使われる薬は実際の味は苦いことが多いのですが、表面がシュガーコーティングされていてそれをわからなくしているのに対して、ホメオパシーの薬はそれ自体が甘いです。

ホメオパシー療法はインドやアメリカでは大変ポピュラーであり、日本ではそれほど知られていませんが、皆さんの中にもこの治療法を経験した人がいると思います。
バクティ・ヨーガの道は自然であり、結果はゆっくりと現れます。

皆さんには感情がありますが、肉欲、怒り、自惚れなどの否定的な感情は問題を生じます。

感情を否定的な方向ではなく、神に向けるのがバクティ・ヨーガの方法です。
結果的に感情は清められ、神聖になり、問題を生じることはなくなります。
ギャーナ・ヨーガ (ヴェーダーンタ)の考え方は非二元論ですが、バクティ・ヨーガにも非二元論的要素があります。
非二元論、限定非二元論、二元論の三種類の哲学があります。
非二元論とはブラフマンのみが存在し、それ以外は何もないという考え方です。

ブラフマン以外の様々なものが見えるとしたら、それは無知のせいだと考えます。

無知によって、名前と形で代表される多様性が現れます。

無知がなくなれば、本当に存在するのはただひとつのものだということが理解できます。

いつそのような理解に到達できるかと言えば、それはサマーディに入った時です。

ブラフマン(絶対の真理)以外には何も存在しないというのが、非二元論の結論です。
バクティ・ヨーガにも非二元論的な部分があります。

シュリ・ラーマクリシュナの信者にとってはすべてラーマクリシュナ、イエスの信者にとってはすべてイエス、釈迦の信者にとってはすべてが釈迦です。

ここで言う「すべて」とは、すべてのもの、すべての人間、すべての生き物、すべての状況のことです。

シュリ・ラーマクリシュナの信者にとっては、自分の親戚であるか否かに関係なくすべての人間はラーマクリシュナであり、動物の中にもラーマクリシュナがおり、生き物だけではなくこの椅子や机、この部屋、服の中にもラーマクリシュナがいます。
絶えずこのように考えると欲望が生ずることはなく、これがバクティ・ヨーガの非二元論です。

自分と自分の欲しいものが別だと考えるから、欲望が生じます。
すべてが同じひとつのものだと考えるなら欲望は生まれませんし、怒りについても同じです。

自惚れも「私はあなたより高い」と考えるから起こるのであり、「あなたもラーマクリシュナ私もラーマクリシュナ、あなたもイエス私もイエス」と考えるなら自惚れは生まれません。

口先だけではなく心の底からこの信念があれば、肉欲、怒り、自惚れは生じません。
これがバクティ・ヨーガの道です。

これに比べると、形も名前もない絶対の真理だけに集中するギャーナ・ヨーガの実践は、より難しい道だと言えます。

純粋な意識、絶対の真理とは何であるかのイメージが描きにくいのです。

最初にイメージを持てなければ、それに集中して考えることは困難です。

ですからイメージを持てるバクティ・ヨーガは、より自然で簡単な道だと言えます。

シュリ・ラーマクリシュナ、イエス、釈迦をイメージすることは皆さんにもできます。

すべて歴史上実在した人物ですが、これがシヴァやドゥルガーなどの神々だと、皆さんも会ったことがないですし、実在したのかという疑念が生じ集中するのが少し難しいかもしれません。

しかしいずれにせよ、バクティ・ヨーガはギャーナ・ヨーガに比べてより容易な道であり、かといってバクティ・ヨーガの非二元論がもたらす結果は、ギャーナ・ヨーガのそれと全く変わりません。
第3章のアルジュナの質問は「どうしたら罪を犯さないようになるのか?」であり、それに対する答えがギャーナ・ヨーガとバクティ・ヨーガの実践でした。

これから第4章の説明に入ります。

第4章のタイトルは「ギャーナ・ヨーガ」ですが、以前にも説明したようにバガヴァッド・ギーターの各章の内容とそのタイトルは必ずしも一致していません。
「ギャーナ・ヨーガ」というタイトルであってもその他のヨーガについての説明がありますし、タイトルにはなくても他の章にもギャーナ・ヨーガについて書かれている部分があります。

では第4章の１～3節を読んでください。

至高者クリシュナがさらに語られます。『私はこの不滅のヨーガを太陽神ヴィヴァスヴァトに教えたが、彼はそれを人類の父マヌに教え、さらにマヌがイクシュワーク大王に教えたのである。

この無上の科学であるヨーガは、師弟継承の鎖によって伝えられ、聖王たちはこれをよく会得してきたのだが、時の経つとともに、この偉大な道は途絶えてしまった。敵を殲滅する勇者(アルジュナ)よ!
それ故、太古の昔より伝わるヨーガの道を、私は今日、私の信愛者でもあり友人でもある君に語ったのだ。この人智を超えた神秘の科学を、君だけに』と。
前の第3章ではギャーナ・ヨーガの実践の前に、バクティ・ヨーガの実践による準備が必要だという説明がありました。
クリシュナはこのヨーガは創造の最初の段階で自分が太陽神ヴィヴァスヴァトに伝え、それがマヌ、さらにイクシュワークへと継承されたが、時間の経過とともにその知識が失われてしまい、それをいまアルジュナに伝えるのだ、と言います。
この神秘的な知識を、シュリ・クリシュナはなぜアルジュナに伝えようとするのでしょうか。

3節には「信愛者でもあり友人でもある」と表現されていますが、サンスクリットで友人を表す言葉は四つあります。
1 Bandhu(バンドゥ)　　　　　　　　　親戚(離れることが寂しい相手)
2 Surhid(スーヒッド)　　　　　　　　考えが同じ者同士

3 Mitra(ミットラ)　　　　　　　　　 行動が同じ者同士

4 Sakha(サカー)                 　　感情が同じ者同士

第3節では友人を表す言葉としてSakhaが使われており、心が一番近い友人を表しています。
シュリ・クリシュナにとって、心が一番近い特別な友人がアルジュナです。
日本語ではせいぜい「親友」(Close Friend)ぐらいしか友人を区別する言葉はないようですが、Sakhaはとても特別な友人のことです。
クリシュナはアルジュナを一番心が近く親愛な友と考えており、これはアルジュナも同じです。

シュリ・クリシュナのこのヨーガの伝承についての説明を聞いたアルジュナがどう思ったか、第4節を見てください。

アルジュナが問います。『太陽神ヴィヴァスヴァーンが生まれたのは、あなた様の誕生よりはるかに昔のこと、あなた様が彼にこの学問を授けたとは、いったいどう解釈したらよろしいのでしょうか?』と。
ごく当然の質問です。

クリシュナはアルジュナと同じ時代に生まれています。

そのクリシュナがどうしてはるか昔の創造の初めの時、太陽神にこの学問を伝えることができたのか、疑問に思うのは自然です。

人が知識を持っているかどうかに関して、三つのタイプに分類できます。

まず何も知らない無知な人、次は少し知識のある人、最後にすべてを知っている人です。
今問題にしている知識とは、通常の学問のことを言っているのではありません。

自分や他人の過去、現在、未来を知る能力のことです。

自分は過去世でどこに生まれどんな仕事をしていたのか、また未来ではどうなるのか、ということに関しての知識です。
ふつう我々は明日がどうなるかわかりませんし、前世のことも来世のことも知りません。

このような何も知らない人のことを、アッギャー(Ajna)と言います。

知識を表すjnaに否定の接頭辞aがついてできた言葉です。

次に少し知っている人をアルパッギャー(Alpajna)、すべてを知っている人をボフッギャー(Bahujna)と呼びます。
パタンジャリの著した「ヨーガ・スートラ」の第3章「ビブーティー・パーダ」には、どのような瞑想によってどのような超能力が開花するか、詳しく書かれています。
そこで解説されている特別な能力の中には、前世を知る能力も含まれていて、どのような瞑想によってその能力を獲得できるか書かれています。

皆さんの中に興味がある人がいてその瞑想を実践するなら、自分が過去にインドに生まれのかアメリカだったのか、仕事は何だったか、男性だったのか女性だったのかわかります。
このような瞑想によってある程度の能力を獲得した人は、アルパッギャー(少し知った人)です。

ボフッギャーは悟った人のことです。
悟った人とは自分の魂を理解した人のことであり、そうすると必然的に他人の魂も理解することができます。

なぜなら自分の魂も他人の魂も同じただひとつの純粋な意識(アートマン)であり、違いがあるとすればそれは個々のサムスカーラ、カルマによるものです。
純粋な意識としてはひとつなのになぜカルマが各人各様なのかと言えば、それはプラクリティが原因です。
プラクリティはサットワ、ラジャス、タマスの三つのグナを持っており、この比率が人それぞれ違うため、皆さんの性質、カルマも一人一人違います。

悟った人ボフッギャーはこのプラクリティを直接理解、確認することができるので、自分のみならず、他人の過去も知ることができます。

人のカルマの源はプラクリティですが、悟った人は意識的にこのプラクリティを確認できます。

もし悟った人が他人の性質を知りたいなら、その人のプラクリティに意識を合わせることで、それが可能です。

しかしプラクリティは宇宙的で偉大なものであり、悟った人はそれを確認できても、コントロールすることまではできません。
ボフッギャーをも超える最も偉大な知識の持ち主は誰かと言えば、サルヴァッギャー(Sarvajna)と言い、これは全知の神のことを指します。

ボフッギャーもサルヴァッギャーを超えることはできません。

なぜなら神はプラクリティの持ち主であり、プラクリティのすべてを知っているからです。
神だけがサルヴァッギャーであり、悟った人はボフッギャーになり、普通の人は瞑想によってアルパッギャーになれるかもしれません。
たいていの皆さんはアッギャー(何も知らない人)であり、明日がどうなるのかさえわかっていないのに、来年、5年後まで予定があります。
アルジュナにとってシュリ・クリシュナは神ではなく、彼と同時代に生まれた人間の姿をしており、そのクリシュナが太古の創造の初めにヨーガを伝えたのだという言葉は、彼の理解を超えています。

もちろんクリシュナが嘘を言うはずはありませんが、アルジュナはクリシュナの説明が聞きたいのです。

このクリシュナの言葉を理解する鍵は、「神の化身」という非常に興味深いコンセプトです。
インドの聖典の中にはアヴァターラ(神の化身)について、数多くの記述があります。

バガヴァッド・ギーター、バガヴァータム、数々の讃歌の中にアヴァターラの事が出てきます。
日本ではこの神の化身という考えは、あまり一般的ではありません。
私がインドから日本に来た時に、ごく自然にアヴァターラについて話していましたが、永年の信者である日本人の方から、その考えは理解できないと言われました。

しかしヒンズー教を真に理解しようとするなら、このアヴァターラというアイデアは絶対に避けて通るわけにはいきません。

ヒンズー教の理解のためだけではなく、もし神を愛したいなら、アヴァターラについて知ることが必要です。

皆さんにとって大変難しく混乱を招くのは、会ったことも見たこともない神をいかにして愛せるのかということです。

人を愛するのは簡単ですが、見たこともない(見ることのできない)神をどうしたら愛せるでしょうか?　これは自然な疑問です。

バクティ・ヨーガで一番大切なのは神を愛することです。

見えない対象をどのように愛せるか、この問題を解決するためにもアヴァターラの概念を理解することが必要です。

この問題について、ヒンズー教以外の宗教との比較で考えてみます。

たとえば仏教では釈迦自身は神について語りませんでしたが、後世の仏教徒によって釈迦は神の化身のように崇められています。
仏教徒にとって釈迦は神と同じポジションにおり、釈迦を礼拝し、釈迦に祈り供物を捧げます。

これは人間にとって自然なことであり、一般の人間にとって絶対の真理、純粋な意識のような深い哲学を理解するのは難しいのです。
普通の人には形があるものが必要で、形がないと信仰は先に進めません。

これがたくさんの仏画や仏像が存在する理由であり、それは釈迦自身の教えを考えると厳密には矛盾とも言えますが、人間にとっては自然なことであり、私は決して仏教批判をしているわけではありません。
現在の仏教のあり方は釈迦自身の哲学からすれば矛盾しているようですが、一般の信徒の立場を考えると自然です。

仏教徒は釈迦を神の化身だとはっきりとは言いませんが、釈迦に対する崇拝は神の化身に対するそれと同じです。

逆にヒンズー教徒のほうは、釈迦を神(ヴィシュヌ、クリシュナ)の化身だとはっきりと認識しています。

次にキリスト教では聖書の中に、「イエスは神のひとり子(only begotten son)である」という言葉があります。
これも神の化身と同じアイデアで、イエスは神が特別に顕現した存在であるという考え方です。

ここで「ひとり子」というのは、イエスの前にも後にも神が人間の形で現れることはない、ということを意味しています。

イスラム教ではイエスを預言者と認めていますが、最後の預言者はムハンマドであり、ムハンマドの後にはもう預言者が現れることはない、と考えています。

このように神の化身という言葉は使っていなくても、ヒンズー教以外の宗教にも似たようなコンセプトがありますが、神の化身のアイデアはヒンズー教の聖典において特に詳細に記述されています。
ヴェーダ(ウパニシャッド)の中には、まだ神の化身のコンセプトはありませんでした。

ですからウパニシャッドでは当時の大変有名な聖者ヤッギャヴァルキャ(Yajnavalkya)について、アヴァターラという言葉ではなく、アディカーリカ・プルシャ(Adhikarika Purusha)と表現しています。
次にサーンキャ哲学の中にもアヴァターラの概念はなく、プラクリティリーナ・プルシャ(Purakritilina Purusha)という言葉があります。
ご存知のようにサーンキャ哲学ではプルシャとプラクリティを別のものだと考えますが、プルシャはひとつではなく、たくさん存在します。
悟った人は皆プルシャになりますが、そのプルシャの中でも特別な存在がプラクリティリーナ・プルシャであり、アヴァターラに似たアイデアも少し含まれています。

このように古代インドでは漠然とした形でしか存在していなかった神の化身のアイデアは、時とともにゆっくりと発展し、後代のラーマヤーナ、マハーバーラタなどの叙事詩やプラーナ聖典の中ではっきりとした形で現れました。

アヴァターラという言葉は「降臨する」(descending)という意味であり、神が天上から降りてくることを表しています。

先程ヒンズー教以外の宗教にもアヴァターラのアイデアが含まれていると説明しましたが、ヒンズー教の特徴はアヴァターラが一人だけではないという点です。

アヴァターラは何度も何度も出現しますが、それはいつ、どのように、何の目的で現れ、何を行い、その本性は何であるのか、バガヴァッド・ギーターで説明されています。
以前にも説明しましたが、ヒンズー教では神には四つの姿があると考えます。
1 包括的な姿(純粋な意識、絶対の真理、絶対の存在・知識・至福、永遠、無限)
2 性質はあるが形はない(宇宙の創造・維持・破壊、全知・全能・遍在)
3 形も性質もある(神、女神、シヴァ、ドゥルガー、カーリー、ガーネーシャ etc.)
4 人間の形で生まれる(アヴァターラ)
ですから神の化身について理解しなければ、本当の意味でヒンズー教の包括的な神の姿は理解できません。
それではバガヴァッド・ギーターにおけるアヴァターラのコンセプトを見てみましょう。
第4章5～9節を読んでみましょう。

至高者が答えられます。『敵を滅ぼす者アルジュナよ!私も君も、何度となくこの世に生まれてきている。だが私は全てを覚えているが、君は前世のことなど何も知らない。

クリシュナは過去のことをすべて知っていると言います。なぜなら神の化身でありサルヴァッギャー(全知)だから。
一方のクリシュナは普通の人間であり、何も知らないアッギャーです。
友人同士であるのに正反対です。

私は生まれることも死ぬこともない存在で、全ての生物を支配する至高主なのだが、本来の性質を隠し、神秘的な力によって、このような姿で現世に現れてくるのだ。

普通の人が一番混乱するポイントです。

どのようにして無限な存在である神が、有限である人間の形をとることができるのか。

人間は時間と空間によって限定された存在です。

無限が有限になるというのは矛盾のようですが、クリシュナは自らのマーヤの力を使って人間の形で生まれたと言います。
ここにはアヴァターラがどのように現れるのかという疑問に対する答えがあり、それはマーヤの力を使ってです。
ではアヴァターラはいつ現れるのかについて、次の第7～9節に答えがあります。
正法が実践されなくなり、邪法が世にはびこった時、バーラタ王の子孫(アルジュナ)よ!何時でも何処でも私は姿をとって現れるのだ。

正信正行の人々を救け、異端邪信の者どもを打倒し、正法を再び世に興すため、私はどんな時代にも降臨する。

私の顕現と活動の神秘を理解する者は、その肉体を離れた後、アルジュナよ!再び物質界(この世)に誕生することなく、わが永遠の楽土(超越界)に来て住むこととなる。
聖書の中にはイエスが神のひとり子であるという記述はありますが、いかにしそれが可能なのかという説明はありません。

バガヴァッド・ギーターにそれが詳細に記述されているのは、とても興味深いことです。

神の化身について説明する時、私はたびたびシュリ・ラーマクリシュナの言葉を引用します。
スワミ・サラダーナンダの書いた「ラーマクリシュナの生涯」の翻訳は協会から出版されていますが、その中にはシュリ・ラーマクリシュナが弟子たちからアヴァターラについて質問され、それに詳しく答えている記述がたくさんあります。

著者のスワミ・サラダ―ナンダはシュリ・ラーマクリシュナの直弟子であるだけでなく、彼自身も悟った人でした。

かつてスワミ・サラダ―ナンダは「『ラーマクリシュナの生涯』の中で、実際に私が経験しないで書いた部分は一ヶ所もない」と言いました。

大変特別な本なので、興味のある人はぜひ読んでください。

シュリ・ラーマクリシュナの弟子たちには、二つのグループがありました。

ひとつはラーマクリシュナをアヴァターラと考える弟子たち、もうひとつはラーマクリシュナを偉大な聖者であるとは認めるものの、アヴァターラとは考えないという弟子たちです。
二つのグループは時々この問題について激論を交わしました。
ギリシュ・チャンドラゴーシュはシュリ・ラーマクリシュナを神の化身であると信じて疑いませんでしたが、スワミ・ヴィヴェーカーナンダは信じていませんでした。

とても興味深い議論がたびたび行われました。

最終的にはスワミ・ヴィヴェーカーナンダもラーマクリシュナが神の化身であると認めましたが、それはシュリ・ラーマクリシュナが亡くなる直前の事でした。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダがシュリ・ラーマクリシュナを神の化身であるとなかなか受け入れられなかった理由もまた、無限が有限の形をとるという論理的矛盾にありました。

バガヴァッド・ギーターの中でシュリ・クリシュナは、この矛盾に見えるようなことがマーヤの「不可能を可能にする力」を使って行われる、と言っています。
マーヤのひとつの定義として、

Aghatana-gahtana-patiyasi (アガタナ‐ガタナ‐パティヤシ)

という表現があります。

アガタナはガタナに否定の接頭辞アがついたものであり、無理という意味です。

このマーヤの定義は、先程の「不可能を可能にする」と同じ意味です。

マーヤの例を挙げましょう。

我々の本性は純粋な意識(アートマン)です。

それなのにこのことを忘れ、自分が肉体である、心であると考えます。

マーヤが何であるかを示すこれ以上の例はありませんが、別の例を挙げます。

皆さんは映画館で映画を見たことがあると思います。

そもそも映画とは何であるか、分析してみましょう。

映画を成立させている要素には、映写機、フィルム、スクリーン、電気、暗闇などがあります。

これら非常に機械的な構成要素から成り立っている映画を見て、人は大笑いしたり、涙を流したり、怒ったり、憎しみや愛を感じたりします。
それだけではなく、人によっては映画館を出て帰宅してからも、その余韻は続きます。

機械的に作り出された光と影にすぎないとは考えずに、映画のストーリーにのめりこみます。
これがマーヤの力が「不可能を可能にする」ことの例です。

皆さん誰もが経験していることであり、ただの機械がどんな効果をもたらすか考えてみてください。マーヤの影響で賢い人も間違いを犯します。

「河童の川流れ」、「猿も木から落ちる」の譬えにあるとおりです。

このことを理解すれば、マーヤの力でどんなことも可能であるのがわかります。

シュリ・クリシュナはマーヤの力を使い人間の形で現れたと言います。

「どうして可能なのか?」と質問しないでください。

実際に可能なのであり、これは事実なのです。
また例を挙げましょう。
一滴の小さな朝露に大空が映ります。

ここで朝露は有限を、大空は無限を象徴しています。
大変に美しく詩的な表現です。

神が化身として人間の形で現れることは可能です。
シュリ・クリシュナは、「自分は生まれることも死ぬこともなく不変であり、宇宙の持ち主である」とはっきり言っていますが、自分のマーヤを使い人間として現れたのです。
シャンカラチャーリヤは厳密な非二元論者でしたが、ヴェーダーンタの考えでは絶対の真理だけが実在で、名前と形は幻です。

そのシャンカラチャーリヤは、自ら著したバガヴァッド・ギーターの注釈の最初の部分で、「シュリ・クリシュナは神の化身である」というコンセプトについて、「あたかも神が肉体をもって生まれたかのように見える」という表現で説明しています。
実在の観点からすれば、本当は神は人間として生まれてはいないが、外見上はそのように見えるという説明です。

映画は光と影にすぎないのに、皆さんはその中の出来事が実際に起こっているように感じ、またそう思わなければ感情移入できません。
マーヤの影響で外見上のものを実在すると思い込んでしまう例がそこにあります。
註）

ホメオパシー
【仮名】ほめおぱしー
【原文】homeopathy

医学の代替的

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%81" \o "アプローチの意味" アプローチの1つで、特殊な方法により調合した天然物質で健康を回復でき、かつ、それが量的に少なければ少ないほど有効であるとする信念に基づくもの。この治療法が根拠とする理論では、ある症状

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%97%E3%81%A6" \o "に関しての意味" に関して、健常人に与えるとその症状を引き起こす

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E7%89%A9%E8%B3%AA" \o "物質の意味" 物質が、その症状に対する有効な治療薬

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B" \o "とされるの意味" とされる。「homeopathic medicine（ホメオパシー療法）」とも呼ばれる。 

アロパシー医学
【仮名】あろぱしーいがく
【原文】allopathic medicine

医師を始めとした医療従事者（看護師、薬剤師、療法士など）が薬物、放射線、手術などを用いて

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E7%97%87%E7%8A%B6" \o "症状の意味" 症状や疾患を治療していく医療

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E4%BD%93%E7%B3%BB" \o "体系の意味" 体系。「conventional medicine（伝統医学）」、「western medicine（西洋医学）」、「mainstream medicine（主流医学）」、「orthodox medicine（正統医学）」、「biomedicine（生物医学）」とも呼ばれる。 
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